
実現するために

めざすこと
施策・事業 内容 令和２年度実績 進捗状況 課題等

今後の

方向性
担当部署

１　高齢者の生活支援

体制の整備

高齢者の生活支援・介護予防の推進を目的

に、地域での生活支援・介護予防サービスの

提供体制の構築に向け、地区社会福祉協議会

の再編を行い、「生活支援コーディネー

ター」や「協議体」を設置します。

⑪協議体の運営を社会福祉協議会へ委託し、

日常生活圏域ごとに７名の生活支援コーディ

ネーターを配置し、地域の課題や社会資源の

開発等検討した。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

⑪地域の課題、ニーズに対し

て、今後の施策に反映できる

かが課題である。

維持 ⑪健康支援課

２　市民協働の推進

地域づくりや男女共同参画、ＮＰＯ関連な

ど、市民協働推進に関する事業をＰＲし、活

動を促進します。

②市民活動応援サイト「みんみんネット」を

活用し、市民協働推進に関する事業をＰＲし

た。また、木更津市の中学校にて、「生徒と

ともに身近な男女共同参画を考える」をテー

マに、南房総地域の自治体と寸劇事業を実施

した。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

②みんみんネットの活用利便

性（操作方法、掲載内容）、

閲覧者にとっての有用性（掲

載内容、画面構成）の継続的

な検証。

維持 ②市民課

３　「地域づくり協議

会」への支援員の配置

「地域づくり協議会」に「地域づくり支援

員」を配置し、地域のさまざまな活動団体等

との連携を調整して、市民と行政の協働のま

ちづくりを推進します。

②地域づくり協議会の支援及び地域づくりプ

ロデュースを担うため、地域づくり支援員を

各地区２名（三芳地区のみ１名）の計１３名

を配置し、協働のまちづくりを推進した。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

②地域づくり協議会メンバー

の固定化や高齢化、活動のマ

ンネリ化。

維持 ②市民課

１　「地域づくり協議

会」への支援

市の重点プロジェクトの一つである「協働の

まちづくり」に向けて、「地域づくり協議

会」に運営交付金を交付します。

②住民自らが考え主体的に行動する地域づく

り協議会に、運営交付金を交付し支援するこ

とにより、地域の活性化が図られた。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

②地域づくり協議会メンバー

の固定化や高齢化、活動のマ

ンネリ化。

維持 ②市民課

２　市民活動応援事業

市民の自主的で多様なまちづくり活動を応援

するため、それぞれの活動レベル・内容・組

織形態等に応じた支援を行います。

②市民活動団体・NPO等の活動支援として、

市民提案型まちづくりチャレンジ事業補助金

を９団体に交付した。また「ちくら海の壁画

再生美プロジェクト」として、地区住民や地

元アーティストと協働し、千倉地区の海岸道

路護岸を新たな観光スポットとして創出し

た。

◎計画より進ん

でいる

②市民提案型まちづくりチャ

レンジ事業補助金の補助終了

後の自立及び活動継続の支

援。

維持 ②市民課

３　企業・起業家への

支援

地域にしごとをつくり、ひとの流れをつくる

ため、企業・起業家に対する支援を行いま

す。

⑥中小企業新事業及び雇用創出支援事業補助

金  ０件

　起業家支援事業補助金　２件

▲見直し（計画

変更等）

⑥既存の補助事業はニーズの

変化から申請件数が年々減っ

ているため、２つの補助事業

を１つにまとめた補助事業を

新設する。

拡充 ⑥商工課

１　老人クラブへの助

成

高齢者の生きがいを高め、健康づくりを進め

る活動やボランティア活動等のさまざまな活

動への助成や、高齢者の孤立を防ぎ、地域で

の見守り支援や介護予防の促進を図るため、

単位老人クラブ内に「友愛活動チーム」を組

織し、ひとり暮らし高齢者等の家庭を訪問す

るなどの友愛活動への助成を行います。

⑪老人クラブ活動に対し、運営費等補助金を

交付した。新型コロナウイルス感染症により

連合会及び単位老人クラブの活動が計画通り

できなかった。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

⑪会員数の減少による単位老

人クラブ数の減少。
維持 ⑪健康支援課

２　コミュニティ集会

所の建設・改修への助

成

行政区から要望のあった集会施設の新築工

事、改修工事の費用の一部を助成し整備する

ことで、地域コミュニティを育みます。

②地域のコミュニティの基盤を維持するた

め、地域コミュニティの活動拠点となる集会

施設の整備経費及び災害復旧経費に対し、補

助金を交付した。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

②新築・改修工事の補助上限

額の見直し。
維持 ②市民課

３　地域子育て支援拠

点施設の運営

妊娠期から幼稚園入園前までの親子が利用で

きる施設を運営し、子育てについての相談、

情報提供、助言その他の援助を行い、子育て

の不安を和らげ、子どもたちの健やかな育ち

を支援します。

⑨新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

の１度目の緊急事態宣言解除後より、にこに

こひろばやにこにこ教室、出張にこにこひろ

ばを再開した。２度目の緊急事態宣言発令中

はにこにこ教室は、中止とした。感染症対策

として、午前中のにこにこひろばを年齢別に

行っているが保護者のニーズは高い。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

⑨現在、行うことができてい

ない行事を感染症対策を行

い、少しずつ実施していける

ようにする。

維持 ⑨子ども教育課

４　公民館活動の推進

公民館・生涯学習推進員主催の各種講座や教

室を企画・運営し、市民の生きがいづくりと

福祉の増進を図ります。

⑩公民館・「まちの先生」の企画講座・生涯

学習推進員の主催による各種講座を企画運営

し、市民の生きがいづくりと福祉の増進を

図った。

３９講座８４回を開催し、１,０２３名の参

加を得た。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

⑩新型コロナウィルス感染に

よる講座の中止や募集定員の

削減により、開催回数や参加

者数が減少したが、今後は

「新しい生活様式」の中での

展開可能な公民館活動を推進

する必要がある。

維持 ⑩生涯学習課

基本目標１　支え合い助け合い　『人』がつながるまちづくり

１　みんなで地

域のつながりを

つくる

２　地域のさま

ざまな分野の機

関とつながり、

活動する

３　地域交流の

場をつくる



２　福祉避難所への受

入委託

「地域防災計画」による「福祉避難所」につ

いて、締結した協定に基づき、高齢者福祉施

設・障害者福祉施設への受け入れを委託しま

す。

⑫福祉避難所運営協定施設が１施設増えて、

２７か所となった。今年度は、大きな災害も

なく、受入要請を依頼することはなかった

が、福祉避難所開設基準に達した場合は、開

設要請を行っている。

   令和２年度開設要請　１回

また、福祉避難所運営マニュアル【別冊】新

型コロナ対策感染症対策編を作成した。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

⑫新型コロナウイルス感染症

拡大防止対策を講じた福祉避

難所の開設について、福祉避

難所協定施設と協議していな

い。今後、作成した【別冊】

新型コロナ対策感染症対策編

について、協議していきた

い。

維持 ⑫社会福祉課

３　防災環境の整備と

自主防災組織への助成

災害発生に備え、必要な防災備蓄品や備蓄倉

庫、避難路の整備や避難場所標識の設置等、

防災環境を整備します。

また、自主防災組織に補助金を交付します。

④備蓄倉庫の新設・更新を令和３年４月以降

に９箇所実施するとともに、期限の切れる非

常食については年度内に更新（１２,０００

食）を実施した。

本年度は富山地区の避難所看板２２箇所の更

新を実施した。

自主防災組織への補助金は、３０行政区に交

付した。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

④次年度は三芳地区の避難所

看板を更新予定
維持 ④消防防災課

１　外出支援サービス

事業の検討

外出支援サービス先進地の取り組みについて

調査し、新たな外出支援の仕組みについて検

討します。

① 公共交通の観点から、地域懇談会やアン

ケート調査等によりニーズ把握を行った。

⑪社会福祉協議会へ委託している生活支援体

制整備事業の協議体や地域ケアチーム会議で

高齢者の移動手段の確保が地域課題であると

いう共通認識をした。

⑫外出支援や買い物支援について、関係各課

との協議を実施し、今後の取組について検討

を開始した。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

①公共交通としての取り組み

と福祉的な観点からの取り組

みについて調整を図る必要が

ある。

⑪引き続き、協議体や地域ケ

アチーム会議で地域課題とし

て検討する必要がある。

⑫新型コロナウイルス感染症

の影響により民間事業者の事

業休止や先進地への視察が実

施できないなど、今後進捗が

鈍る可能性がある。

維持

①企画財政課

⑪健康支援課

⑫社会福祉課

２　外出支援への助成

外出が困難な非課税世帯の高齢者がタクシー

またはバスを利用する場合に、その料金の一

部または全部を助成します。

⑪令和2年度から外出支援バス利用助成券に

ついて、１枚１５０円、５０枚を限度から１

枚１６０円、６０枚を限度に変更し、事業の

拡充を図った。また、同様にタクシー利用助

成事業についても１枚６７０円、１５枚を限

度から１枚７００円、２５枚を限度とし、事

業の拡充を図った。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

⑪新たな移動困難者の支援施

策について、今後も検討が必

要である。

維持 ⑪健康支援課

３　市営路線バスの維

持管理

市民の生活路線である市営路線バス（富浦

線・富山線）の維持管理や改善を行います。

①市営路線バス（富浦線・富山線）につい

て、バス事業者に業務委託をして運行及び管

理を行った。また、富浦線については、車両

を小型ノンステップ（低床）バスに更新して

利用者の利便性向上を図った。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

①人口減少やコロナ禍の状況

により、市民や来訪者の利用

が減少している。

維持 ①企画財政課

４　地域生活路線バス

の維持

利用者の減少により存続が危ぶまれるバス路

線を維持するために、事業者に補助を行いま

す。

民間事業者が廃止した路線を、廃止代替路線

としてバス運行します。

①赤字路線である４路線について、バス事業

者に運行経費から収益を差し引いた金額を関

係自治体との距離按分により補助を行った。

バス事業者が廃止した２路線について、廃止

代替路線として運行を行った。

南房総・館山地域公共交通活性化協議会によ

り、ニーズ把握や路線の再編を検討するた

め、実証運行及び乗降調査を行った。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

①人口減少やコロナ禍の状況

により、市民や来訪者の利用

が減少している。

維持 ①企画財政課

維持

②市民課

④消防防災課

⑪健康支援課

⑫社会福祉課

５　外出に困ら

ない地域をつく

る

４　災害に備え

た地域の連携体

制を強化する

１　避難行動要支援者

(要援護者)の支援

避難行動要支援者の名簿を作成して関係機

関・関係者（民生委員・児童委員、自主防災

組織等）に提供し、災害時の互助に役立てま

す。また、平常時から名簿を活用して対象者

の状況を確認することにより、災害時に避難

等が円滑に行われるよう備えます。

②災害時に各地域センターが現地対策本部と

なることから、関係者（消防団、民生委員・

児童委員、自主防災組織・行政区）と互いに

連携するため、地域災害対応会議を開催し

た。また災害時を想定した安否確認訓練を実

施した。

④社会福祉課、健康支援課、市民課と協議の

上、事業を実施した。

⑪避難行動要支援者名簿の運営方法の見直し

により、対象者を把握した。

⑫避難行動要支援者の対象者を真に避難支援

が必要な方へ見直しを図った。また、避難行

動要支援者名簿への掲載に不同意の意思を示

した方以外の方は、同意がなくても推定同意

として名簿掲載することとした。（公益上に

必要と個人条例保護審議会で認められたた

め。）見直しを図った避難行動要支援者名簿

を関係支援者へ配付することができた。

○ほぼ計画どお

り進んでいる

②無

④今後、役員が変更となる地

区が毎年度発生するため、定

期的な訓練や丁寧な引継が必

要となる。

⑪高齢者へ平常時から防災知

識の啓蒙が必要である。

⑫名簿掲載者の状況を確認す

る私の防災手帳について、詳

細な運用方法が確定していな

い。今後、令和３年度の法律

改正を反映した運用方法を確

定していきたい。



１　福祉教育の推進
小・中学校での福祉教育を推進します。ま

た、市民にも福祉教育の普及を図ります。

⑨総合的な学習の時間において、現代的な諸

課題の１つとして取り組んでいる学校もあ

る。

⑫新型コロナウイルス感染症感染防止のた

め、啓発活動や行事を実施することができな

かった。

⑨○ほぼ計画ど

おり進んでいる

⑫△計画より遅

れている

⑨教育課程は各学校の計画で

あるため、全ての学校で必修

化はできない。

⑫コロナ禍での活動をどのよ

うに行うかという点。

維持 ⑨子ども教育課

⑫社会福祉課

２　青少年赤十字活動

への助成

「青少年赤十字活動」を行う学校に補助金を

交付します。

⑫新型コロナウイルス感染症感染防止のた

め、学校での赤十字活動や日本赤十字社千葉

県支部の研修・講習会が全て中止となり、活

動できなかったことから補助金の申請がなさ

れなかった。

△計画より遅れ

ている

⑫コロナ禍での活動を考えて

いただけるかと市内に青少年

赤十字活動を実施する学校が

ない点。今後、実施に向けて

働きかけを行いたい。

維持 ⑫社会福祉課

３　介護人材の確保

介護職の人材確保、質の向上を目的に介護職

員初任者研修または実務者研修に要した費用

の一部を助成します。また、市内の介護施設

等で介護福祉士として従事しようとする人

に、修学資金を貸付けます。

外国人人材の育成・確保について検討しま

す。

⑪介護職員初任者研修または実務者研修に要

した費用の一部を助成した。

　申請件数　１０件

介護施設等で介護職として従事しようとする

人に、修学資金を貸付けを行った。

　申請件数　１件

○ほぼ計画どお

り進んでいる

⑪介護人材確保のための新た

な施策について検討。
維持 ⑪健康支援課

６　福祉活動へ

の意識を高め、

担い手を増やす


